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１．はじめに
　英語科学生にとって、卒業後に就職する職種に関しては、保育学科、食物科などの他学科の学生
と比較して、専門的な職業（保育士、調理師など）との結びつきが明白ではない。敢えて、英語と
直接結びつく職業、あるいは、一般に‘英語科卒’で想像される職業は、通訳者、翻訳者、英語教師、
外交官、外資系企業への就職なのである。しかしながら、現実的に、短大 2年間でいかに英語を一
生懸命学習し、英語力をある程度まで伸ばしたとしても、（たとえ 4年生大学卒業でさえ）これらの
職種に就くことはかなり難しいと言わざるを得ない。
　実際、短大英語科卒業の就職先としては、英会話スクール・学習塾の講師、又は、ホテル、航空、
旅行、観光業、一般事務・医療事務などのサービス業に従事する学生がほとんどである。
　そこで、英語科では就職課と協力して、「学生が自分の実力を出し切り、本人が納得できる就職、キャ
リア選択ができること」を目標に、入学時から卒業時まで、キャリア支援プログラムの構築を試み
ている。
　短大 1年目でやっと短大生活に慣れ、短大での学びの喜びを感じ始めた頃には、就職活動を開始
しなくてはならない、自分の生きる方向もゆっくりと考える時間も十分にないのが現実である。
　ここでは、今までの取組みの概要を示し、問題点を考え、さらに充実した内容にするための今後
の取組みについて述べたい。
　
２．英語科でのキャリア教育への取組み
　別紙資料１（Ｈ 22 年度英語科キャリア支援）は、英語科における入学時から卒業時、卒業後まで
のキャリア支援関連の項目を時系列に表にしたものである。
　キャリア形成の 6ステップ（雇用・能力開発機構）に従い、短大生活 2年間を、①自己理解、②
職業理解、③啓発的経験、④相談・面接・カウンセリング、⑤方策の実行、⑥追指導・職場適応に
分け、それぞれの時期に必要と思われる科目、インターンシップ、各種プレゼンテーションなどを
配置し、実行した。
①自己理解：　進路・職業やキャリア形成に関し、本人自身が自己分析などによって「自分自身」
を理解するように援助すること。
②職業理解：　働く意義、職業や職務の種類や内容、雇用動向などについて本人自身が理解で
きるように援助すること。
③啓発的経験：　進路や職業の選択などの意思決定の前に、インターンシップ、アルバイトや
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ボランティアなどによって、事前にその進路や職業に関する体験をするように援助すること。
④キャリア選択に係る意思決定（相談・面接・カウンセリング）：　必要なカウンセリングやコ
ンサルティングを行い、選択や意思決定が適切に行われるように援助すること。キャリア開発
プランの作成や能力開発への支援を含む。
⑤方策の実行：　進学・就職およびキャリアルートの選択など、意思決定したことを実行する
ように援助すること。
⑥職場への適応（追指導）：　新たな職場への適応のためのフォローアップと継続的キャリア形
成への援助をすること。
　これらのステップを基本的な考え方として、関係の全教員が共通のゴールを設定して、積極的に
学生キャリア支援に関わった。これらの取り組み通して、学生も就職活動をこれまでよりスムーズ
に乗りきることができたように感じる。又、教員側にとっても、1年生担当の教員が 2年生の状況が
理解でき、共通認識ができるようになり、1年生へも適切なアドヴァイスができるようになった。さ
らに、教員同士のコミュニケーションも潤滑になり、各教員からの学生へのコメントやアドヴァイ
スも今後の指導のあり方に良い影響を持ったと考える。
３．キャリア支援関連の科目
A.		就職課による「就職講座」：　学生個人カルテ作成からスタートし、適性・適職診断、ＥＳ・履
歴書の書き方、面接の受け方、就職活動体験報告会、リクルートスーツ購入アドヴァイスまで、短
大 2年間でやらなくてはならない就職活動全体の基本的な流れに沿って、授業を実施した（毎週水
曜日、45 分間）。
B.		「教養ゼミ（1年）」、「総合ゼミ（2年）」：　できるだけ深く学生に関わり（メンターとしても）、キャ
リア支援の役割を担えるように日本人教員 4人で、平成 22 年度より、「教養ゼミⅠ（1年前期）」、「教
養ゼミⅡ（1年後期）」、「総合ゼミⅠ（2年前期）」、「総合ゼミⅡ（2年後期）」に関わった。就職課の
就職講座や他のキャリア支援系科目の授業内容を確認し、補足が必要なものを補填・調整する授業
内容とした。
　それぞれのゼミの前に、教員のミーティングを持ち、微調整しながら、シラバスに沿ったキャリ
ア支援を念頭に於いた指導を行った。
　「教養ゼミⅠ（1年前期）」では、基本的な‘読み・書き・プレゼン’の訓練と、コミュニケーショ
ン力育成の内容としている。また、基本的な職業理解のために、グループで業界研究を実施し、プ
レゼン（「業界研究プレゼンⅠ」）をおこなわせた。この時点では、学生の職業理解は、漠然として
おり、例えばホテルフロント、キャビンアテンダント、英語を使った職業など、曖昧な職業理解し
かしていない。この段階で具体的に、ある職種の勤務体系、給与水準、福利厚生などを理解させた。
　「教養ゼミⅡ（1年後期）」：教養ゼミⅠに引き続き、‘読み・書き・プレゼン’の訓練と、コミュニケー
ション力育成を基本にゼミを展開した。さらに、海外留学（3か月間）している学生が日本に帰国し
た後、全員で 1月に自分の希望する職種・企業を具体的に絞り込み、企業調査、エントリーシート作成、
履歴書作成までを実施した。
　「総合ゼミⅠ（2年前期）」に於ていは、全員に新聞購読をさせ、新聞の記事を用いた一般常識理解、
及び、新聞記事の理解・まとめ・プレゼンを繰り返しやることで、人前で自分の意見を述べる能力
を高める授業とした。また、ゼミ単位で参加する「就職活動プレゼンコンペ」を実施した。これは、
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各自で作成したエントリーシートに基づき、全員の前で‘自己ＰＲ’、‘英文での自己紹介’、‘日本
語での自己紹介’をゼミグループ単位で練習をし、プレゼンを行うものである。実際の面接を想定し、
場に慣れ、互いに評価しコメントを出し合うことにより、就職活動への自信をつけさせた。
　「総合ゼミⅡ（2年後期）」は、全体としてのキャリア支援の取組みは実施せず、ゼミ内の学生のキャ
リアカウンセリングを必要に応じて実施し、側面から就職活動サポートした。主な活動として、各
学生が決めたテーマにそって研究論文を作成させた。
C.	「キャリア支援講座」：1年前期に開講する科目で、特に学生自身の自己分析を深くおこない、早
い段階で学生各自の適性や適職について考える授業を展開した。この授業は、心理学系教員が担当し、
心理学的側面から自己分析が行え、自分の適職と思われる分野を見つけることができるように開設
した科目である。
D.	「ビジネスマナー」：企業で働く場合、あるいは就職活動中に必要と思われるビジネスマナーに関
して、指導を行った。この授業では、実際のビジネスの現場で、必要不可欠なマナーに関して理解させ、
就職面接等でも支障がないように十分な実技訓練をおこなった。
E.	「実践キャリアデザイン」：2年生後期に実施するもので、学生は就職活動の渦中におり、ハウス
テンボス校舎で行う授業は、制服（リクルートスーツ）を着用させ、現場でのトレーニングを授業
に組み込む。
F.	「プレゼン実践演習」：より効果的なプレゼンテーション技術を学ばせた。最終プレゼン発表会には、
保護者や教職員も招待し、緊張感をもたせたプレゼンを実施した。
G.	「キャリア検定演習」：目標として、1年次前期までに「サービス接遇検定 2級」の合格、1年後期、
又は 2年前期までに「サービス接遇検定準１級（2級合格者で	面接のみ）」の取得を目標とする。そ
の他、秘書検定試験、医療事務検定などの受験指導を行う。
４．授業科目以外のキャリア支援体制
●「就職支援セミナー＆黒川・久住就職支援合宿」：　1年次 3月末（参考資料：平成 22 年 3 月 23
日～ 25 日実施）に、3日間の就職支援プログラムを実施している。このプログラムは、2年次から
本格的に始まる就職活動に向けて、頭の切り替えをしてもらい、もう一度、就職活動全体を理解し、
より具体的に就職活動への取組みを始めるきっかけとしている。学生には、この日を境に、髪型・
髪色をはじめ、学生生活も就職活動モードへ切り替えるように指導している。
　1日目の短大でのセミナーでは、ビジネスマナーの振り返りをはじめ、就職課より就職活動全全体
の復習、さらに、外部の専門家も招聘し、本格的就職活動への第 1歩と位置付けている。
　2日目・3日目は、久住レゾネイトクラブに宿泊し、施設担当者によるレクチャー、施設訪問、卒
業生を招聘しての就職活動懇談会などを実施している。実際に企業を訪問することをイメージし、
服装（制服、リクルートスーツ）、髪型、挨拶の仕方なども注意しながら、１日目久住レゾネイトク
ラブ、２日目黒川温泉山みず木で 2日間を過ごす。
●企業訪問：　佐世保市内のホテル業（セントラルホテル）、と冠婚葬祭業（アイトワ）をクラス全
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員で訪問し、施設設備の紹介説明、支配人による業界や人事採用側としての講話、卒業生との座談
会などを実施した。
●学外でのインターンシップ：
平成 9年度より学外でインターンシップを実施している。主にハウステンボスのホテルや文化施設
に於いて、春季休暇期間と夏季休暇期間、それぞれ 1か月間の職業体験を実施している（平成 21 年
長崎短期大学紀要）。このインターンシップには、（希望者のみ）毎回 20 名程度参加しており、高い
教育的効果が見られる。
　また、学生が日頃から行っているアルバイトがある場合、そのアルバイトをインターンシップ（単
位認定）として認めてもらうように申請があった場合、英語科で業務の内容等を考慮し、認定作業
を行う。インターンシップと認定された場合、インターンシップＢ（1単位）として、既定に沿って
インターンシップを行った場合、単位として認定される。
５．今後の課題と展開について
　はじめに述べたように、英語科に入学してくる学生が 2年間で自分のキャリア選択に於いて十分
な取組みを行い、納得した就職ができるように様々な取組みを英語科全教員で取り組んでいる。
　4年生大学に比べて、その半分の 2年間で社会で十分に通用する社会人を育てることは、我々にとっ
ても、学生本人にとってもチャレンジである。インターンシップ、留学、企業研修、プレゼンコン
ペなど、できるだけ、外部との接触を持つ多様なプログラムをカリキュラムに組み込むことにより、
2年間（3年間）の教育でも 4年生大学卒業生に負けないような人材育成に努力していきたい。
　平成 23 年度より、ニュージーランドでの有償インターンシップ制度を開始する。ハステンボスで
のインターンシップと有効に組み合わせることにより、さらに質の高い学生の教育に努力したい。
　また、新たに導入したゼミ活動により、より多くの英語科教員が学生の就職支援にあたることが
できた。これまでの就職課と担任のサポートに加えて、さらに多くの教員がキャリア支援にかかわっ
たことで学生が安心して就職活動に取り組めたように思える。1年生の担任は、2年生の就職活動状
況が詳細に分かるので、就職活動に関して 1年生とも情報を共有することができ、1年次からキャリ
ア選択、就職活動への心構えなどを伝えることができた。
　これまで実施してきたプログラムを今後も検証し、さらに効果の高いキャリア支援を構築したい。
平成 23 年度からは、ニュージーランドでの有償インターンシップも導入し、英語科としてのキャリ
ア教育のさらなる充実を考えていきたい。
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